草木が 美しく、 それに 戸外が 寒くなくて いい 時候に、 

ナチ ュ— ル. モルト 

室内の 「死んだ 自然」 と 首っ引き をす るの ももった い 

ないような 気がした。 静物ない し 自画像な ど は 寒い 時 

のために 保留 するとい うような 気 もあって、 暖かい う 

ち はなる ベ く 題材 を 戸外に 求める 事に 自然と な つてし 

まった。 もつ とも 戸外と 言つ て もた だ 庭 を あちらから 

見たり こちらから 見たり、 あるいは 二階 か 近所の 屋根 

や 木の こずえ を 見たところ など、 もし これが ほんとう 

の 画家なら ば 始めから てんで 相手に しないよ うな もの 

を、 無理に 拾い出し、 切り取って は 画布に 塗り込む の 

であった。 それ だから、 どの 絵に もどの 絵に も 同じ 四 



つ 目 垣の どこかの 部分が 顔 を 出して いたり、 同し 屋根 

が どこかに 出っ張ったり している 事になる の は 免れ 難 

ヽ o 

レ 

それでも 私に と つ て はや はりお もしろ くない 事 はな 

よ めが き ふよう けいとう 

かった。 たとえば 四つ目垣 でも 屋根で も 芙蓉で も 鶏頭 

でも、 いまだ かって これで やや 満足 だと 思うよう にか 

けた 事 は 一度 もない の だから、 いくらかいても それ は 

いつでも 新しく、 いつでも ちがった 垣根 や 草木で ある。 

おそらく 一生 かいていても これらの 「物」 に 飽きる よ 

うな 事 は あるまい と 思う。 かく 事に は 時々 飽き はして 

ち。 



展覧会な どで 本職の 画家の かいた 絵 を 見る と、 美し 

い 草木 や 景色 や 建築物 やが 惜しげ もな く 材料に 使われ 

ている。 今の 自分から 見る と これらの 画家 は 実に うら 

やましい 有 福な 身分 だと 思う。 世の中に 何が ぜいたく 

だと 言って、 このような 美しく 貴重な 自然 を 勝手 自在 

にわが 物 同様に 使用し 時には 濫費しても いいと いう、 

これほどの ぜいたく は 少ない と 思う。 これに 匹敵す る 

ぜいたく はお そらく ただ 読書ぐ らいの もの かもしれ な 

ヽ o 

レ 

そんな 絵 を 見る たびに、 きっと 自分 も 門から 外へ 出 

て かいてみ たくなる ので ある。 一歩 門 を 出さえ すれば 



に 思い立って 出かける 事に した。 このあいだ M 君と 

おおみ や 

会った 時、 いっかいつ しょに 大宫 へで も 行って みょう 

かとい う 話 をした 事 を 思い出して、 とにかく 大宮 まで 

行って みる 事に した。 絵の具 箱へ スケッチ 板 を 一枚 入 

ふろしき 

れて、 それと 座ぶ とん 代わりの 古い 布切れと を 風呂敷 

す 力 も 

で 包み隠し たの を かかえて 巿内 電車で 巣 鴨まで 行った。 

省線で 田 端まで 行く 間に も、 田 端で 大宫 行きの 汽車 を 

待って いる 間に も、 目に 触れる すべての ものが きょう 

に 限って 異常な 美しい 色彩で 輝いて いるのに 驚かされ 

た。 停車場の くすぶった 車庫 や、 ペンキの はげ かかつ 

てんてつ だい 

た タンク や 転轍 台の ような ものまで も、 小春の 日光と 



構外の WC へ 行って そこの 低い 柵 越しに 見る と、 ちょ 

うど その 向こう側に 一 台の 荷物 車が あつ て 人夫が 一 一人 

その上に あがって 材木な ど を 積み込ん でいた。 右の ほ 

うの バックに は 構内の 倉庫の 屋根が 黒く そびえて、 近 

景に 積んだ 米俵に は 西日が 黄金の ように 輝いて おり、 

左の ほうの 澄み 通った 秋 空に 赤 や 紫 や いろいろの 煙が 

うずま 

渦巻きの ぼって いるの が あまりに 美しかった から、 い 

きなり 絵の具 箱 を 柵の 上に 置いて WC の 壁に もたせ か 

け 大急ぎの スケッチ をしょう とした。 板 はた だ 一 枚し 

かなかった から、 さっきの 絵の 裏へ きわめて 大まかに 

かき 始めた。 



元気の いい 人た ちの 中には 少数の 沈んだ 顔 もあった。 

けんかで もした のか ハンケ チを 顔に 押し あてて 泣いて 

いるの もあった。 これ も 小春の 日光の 効果の 一面 かも 

しれなかった。 

途中から 乗った 学生と も 職工と もっかぬ 男が、 ベン 

チの肱 掛けに 腰をおろして 周囲の 女生徒に いろんな 冗 

談を 言って 笑わして いた。 「学校 は どこ …… 小石 川？、 

〇〇？ AA? …… 」 などと 女学校の 名前ら しい もの 

を 列挙して いたが 生徒の ほうで はだれ も はっきりした 

答え を 与えないで ただ 笑って いた。 どうして 小石 川と 

いう 見当 をつ けた かが 私に は 不思議に 思われた。 それ 



た 農夫が 怪しんで いるよう で 少し 気が引けた。 自分が 

農夫に なって 見た 時に この 絵の具 箱 を ぶら下げて 歩い 

て いる 自分が いかにも 東京の のら くら 者に 見える ので 

心細かった。 とうとう 鉄道線路の そばの 崖の 上に 腰 か 

けて、 一枚 ざっと どうにか 書き上げて しまった。 

十月 十八 日、 火曜。 午後に 子供 を 一 人 つれて、 

につ-^ り 

日暮 里の 新開 町 を 通って 町はずれに 出た。 戦争の ため 

にで きたらし い 小 工場が 至る ところに 小規模な 生産 を 

やって いる。 ともかくも 自分の 子供の 時には みんな 貴 

重な 舶来 物であった 品物が、 ちゃんと ここらの こんな 



一 人の は 赤黒く 一 人の は 著しく 黄色つ ぼい 調子が 目に 

つ いた。 

ほ リゎリ みぞ がけ 

私 は 少し 行き過ぎて、 深い 掘 割 溝の 崖の 縁に すわつ 

こラさ よ 

て 溝渠と 道路の パ— スぺ クチ ー ヴ をまん 中に 入れた の 

を 描いた。 近所の 子供ら が 入り 代わり 何人と なく のぞ 

きに 来た。 このへんの 子供に はだい ぶ 専門的の 知識が 

あって r チュ— ブ」 だの 「パレット」 だのと いう 言葉 

を 言って いるの が 聞こえた。 そして 浦 和 へんの 子供と 

はすべ ての 質が 違って いた。 

帰りに、 腰に 敷いて いた 大きな 布切れの ちり を 払お 

うとした 拍子に 取り落とした。 それが 溝の 崖の ずっと 



下の ほうに 引つ かか つ て 容易に は 取り上げる 事が でき 

ない ので、 そのまま にして 帰った。 この 布切れが 今で 

も やっぱり 引つ かかって いるか もしれ ない。 この 曰か 

いた 絵 を 見る と、 絵の 下の ほうに この 布切れが ぶら 下 

がって いるよう な 気がして しかたがない。 人殺し をし 

た 人間の ある 場合の 心持ち は どこか これと 似た ものが 

あるの かもしれ ない。 (中略) 

おうじ お だい 

十月 二十 九日、 土曜。 王子 電車で 小 台の 渡しまで 

行った。 名前 だけで 想像して いた この 渡し場 は 武蔵野 

の 尾花の 末 を 流れる 川の 岸の さびしい 物 哀れな 小 駅で 



あつたが、 来て 見る とまず 大きな 料理屋 兼 旅館が 並ん 

でい る 間に ペンキ 塗りの 安 西洋 料理屋が あった リ、 川 

の 岸に は いろんな 粗末な 工場が あったり、 そして 

箭 苗代 湖の 水力で 起こした 電圧 幾 万 幾千 ボルトの 三相 

交流が 川の 高い 空 を またいで いるのに 驚かされた。 

あらかわ 

先月からの 雨に 荒 川が あふれた と 見えて、 川沿いの 

どろみず 

草木 は みんな 泥水 を かむ つた ままに 干上がって 一 様に 

情けない 灰色 をして いた。 全 色盲の 見た 自然 は あるい 

はこん な ものだろう かとい う 気がして 不愉快であった。 

高圧 電線の 支柱の 所まで 来る と、 川から 直角に 掘リ 

> J うき よ 

込んで 来た 小さな 溝渠が あった。 これに 沿うて ニ条の 



たいせき 

ぎ わの 花す すき は 黄金の 色に 染められた。 そこに 堆積 

した 土塊の ような もの はよ く 見る とみな 石炭であった _ 

つ ようろ 

ため 池の 岸 には子 供が 二三 人 釣り を たれて いた。 熔炉 

の 屋根に は 一 羽のから すが 首 を 傾けて 何 かしら 考えて 

いた。 

絵と して 見る 時には 美しく おもしろ いこの 廃墟の 影 

に、 多数の 人の 家の 悲惨な 運命が 隠れて いるの を、 こ 

の 瞬間まで 私 は 少しも 考えない でいた。 一度 気がつく 

ともう 目の前の 絵 は 消えて そこに はさま ざまな 悲劇の 

場面が 現われた。 

利欲の ほかに 何物 もない 人た ちが 戦時の 風雲に 乗じ 



る。 こんなにし なくても 巿 中の 地の 底へ 何 層楼の ァ 

パ ） r メ ント でも 建てた ほうがよ さそう に 思われる。 

そうしな いと、 おしまいに は 米 や 大根 を 地下室の 棚で 

作らなければ ならない 事になる かもしれ ない。 

ベ ル リンの 郊外で まだ 家の ちっとも 建たない 原野に、 

道路 だけが 立派に みがいた ァ スフ アル ト張リ にで き あ 

がって、 美術的な ランプ 柱が 行列して いるの を、 少し 

ばかばかし いように も 感じた ので あつたが、 やっぱり 

ああしなければ こうなる の は 当たり まえ だと 思われた。 

思う に 「場末の 新開 町」 という 言葉 は 今の 東京 巿の 

ほとんど 全部に 当てはまる 言葉で ある。 



る 人々 にき わめて 重大な 問題で あると 思われる。 われ 

ぁリ みつばち 

われの 見た 蟻 や 蜜蜂の ように 個体の 甲と乙との 見分け 

がっかな くなら なければ その 「集団」 はま だ 本物に な つ 

て いないと 思う。 

いけぶ くろ とうじょ うせん 

十 一 月 十日、 木曜。 池 袋 から 乗り換えて 東上 線 の 

な リます 

成 増 駅まで 行った。 途中の 景色が 私に は 非常に 気に 

いった。 見渡す 限り 平坦な ようで あるが、 全体が 海抜 

幾メ —„ ^ル かの 高台に なって いる 事 は、 ところどころ 

にく ぼんだ 谷が あるので 始めて わかる。 そういう 谷の 

所に はき まって 松 や 雑木の 林が ある。 この 谷の 遠く 開 



い 時節に 外の 風に 吹かれる と 気持ち はいいよ うな もの 

の、 あまりに 美しい 自然と そこに も 付き まとう 世の中 

の 刺激が 病 余の 神経に は 少しき きすぎ るよう でも ある。 

もう そろそろ 寒く はなる し、 写生 行 もしば らく 中止し 

ていよ いよ 静物で もやり 始めなければ なるまい と 思つ 

ている。 

(大正 十 一年 一月、 中央 公論) 
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